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釣り中の事故が多発！！ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 釣り中の事故の発生状況  

（１）年別事故発生推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内においては今年に入り、釣り中の事故が相次ぎ、２１名の方が

事故に遭い、そのうち９名の方が亡くなっています。 

わずか半年あまりで、事故者・死亡者ともに既に昨年と同数に並ん

でおり、過去に類を見ないペースとなっています。 

第一管区海上保安本部では、この事態を重く受け止め、釣り人の実

態把握のため、安全啓発に併せアンケート調査を行うとともに、内陸

部在住者や高齢者にも伝わるよう、釣り新聞・雑誌への啓発記事掲載

やＦＭ放送、町内放送を活用する等安全啓発に努めていきます。 

【問い合せ先】 

第一管区海上保安本部交通部 

        安全対策課長  坂本 敬司 

       TEL 0134-27-0118 （内線 2640） 

～過去に類を見ないペース 

死亡者はこのわずか半年で昨年と同数～  



※行方不明者を含む  

（２）道内と全国の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事故種類別       （４）事故者居住地別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）海中転落者のライフジャケット着用別  

 

 

 

 

（６）事故者年代別  

 

 

 

 



道の駅（左）や高速道路ＰＡ（右）での啓発ポスター掲示  

小学生に対する海上安全教室  釣り新聞・雑誌への啓発記事掲載  

釣り大会での海難防止講習会  釣り具店を介した安全啓発依頼  

 

２ 安全対策  

（１）釣り人へのアンケート調査の実施  

釣り人に対する安全啓発に併せて、釣

行者及び釣行プランの実態把握（年齢、

居住地域、活動時間帯等を聞き取り調査）

に努め、今後の安全啓発に活かしていき

ます。  

 

 

（２）事故防止啓発活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＦＭラジオでの啓発放送  

岸壁での啓発横断幕設置  

巡視船のライトメールを活用した  

釣り人への安全啓発  

プロ野球試合でのオーロラビジョン

を利用した安全啓発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


